
逗子市第一運動公園再整備基本設計

（概要版）

平成２３年３月

逗子市

有限会社伊藤寛アトリエ



再整備計画の目的

逗子市では、第一運動公園の再整備を通して、次の個別の目的の達成を目指します。

（１）施設の老朽化による公園利用の低減化を改善し、公園施設、特に水泳プール施設の安全性や快適性の向上

　　　を図る。

（２）多くの市民が集い利用する公園としての機能を高める。

　　ア　防災機能の充実

　　　　広域避難場所としての役割を高め、災害ボランティア活動や物資集積・輸送の拠点として活用できるよ

　　　うに施設を充実させる。

　　イ　バリアフリー化

　　　　全ての利用者が安全、円滑、快適に移動できるよう園路、広場や施設の見直しを行い、「都市公園移動

　　　等円滑化基準」に適合するバリアフリーの公園として整備する。

　　ウ　新エネルギーの利用検討

　　　　循環型・低炭素社会システムの進展及び災害時に対応し、公園施設で必要なエネルギーや資源を雨水や

　　　太陽光などの自然エネルギーからも調達できるよう検討する。

（３）多様な市民のニーズに対応する機能の充実を図る。

　　　地理的に逗子市の中心的な位置にある当公園内に、中・高生の居場所として、また、生涯学習・スポーツ

　　など多様な活動を通じた異世代間の自由な交流拠点となる*体験学習施設を整備する。

   ＊「体験学習施設」とは、都市公園法における「公園利用者が、運動、植物等に関する実験、体験、実技、

　　　講義等を行うことができる施設」です。
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　第一運動公園は、昭和４７年９月都市計画決定後、市の中心となる地区公園として運動施設を主体に整備され、

多くの市民に利用されてきました。しかし、開園後相当の期間が経過し、施設機能の老朽・劣化が目立ち始め、

今後の市民ニーズに対応できなくなってきたため、新たに当公園に求められる施設機能の向上・充実と併せて再

整備を行う必要があります。

　こうしたことから、老朽・劣化した施設の改修だけでなく、逗子市の中心的な公園として、防災機能の充実、

バリアフリーや多様化する公園へのニーズにこたえうる施設として整備することを目的としています。

はじめに
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公園南側からの鳥瞰

■開かれた交流の場

　市の中心的な位置にある第一運動公園内に、青少年の健全育成を主体とし、子どもからお年寄りまで、ふれあいを

中心とした様々な活動が体験できる施設を設置し、公園全体の活性化を図ります。

　・起伏を持つランドスケープの中に体験学習施設を６つの棟に分けて配置します。

　・外装には自然の木を用い、手触り感や、経年による色の変化を楽しめるものとします。

　・各施設を結ぶ１本の道が道広場として公園を東西に渡り、そこには連続した屋根が掛かります。

　・緑の起伏と、地面から浮いた連続屋根の対比は公園に新しい風景をつくりだします。

　道広場は施設をつなぐという機能だけに留まりません。　内部と、外部である公園との中間の領域として夏は日を

遮り、冬は陽だまりとなり、雨の日には外部で活動できる場所を提供します。

　何か目的を持ってやって来る人もいるでしょうし、休日にふらりと足を運ぶ人もいることでしょう。目的の有る無

しにかかわらず、様々な年代の人々がここで顔を合わせ、挨拶を交わし、色々な人達の活動を共存できる、そのような

建築が望まれていると考えます。

　ここは閉じた場所ではなく、公園と建築、そして人と人を緩やかにつなぐ、開かれた交流の場です。

鳥瞰パース
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公園管理用倉庫

公園管理車輌用駐車場

公園配置計画

■敷地概要

所在地　　　　　逗子市池子一丁目２７５番１（代表地番）

敷地面積　　　　５５,５７６㎡（都市計画決定面積５.５ha）

告示年月日　　　昭和５７年１２月２１日（当初昭和４７年９月８日）

公園種別　　　　地区公園

用途地域　　　　第一種住居地域（建築基準法第４８条第５項）

防火地域　　　　指定なし

高さ制限　　　　１２ｍ（逗子市まちづくり条例施行規則第３９条第１項第５号）　

日影規制　　　　高さ１０ｍを超える建築物に適用：５時間.３時間、４ｍ

建ぺい率　　　　１２／１００

容積率　　　　　指定なし

建築物主要用途　体験学習施設

構造規模　　　　地上１階建て　鉄骨造

最高高さ　　　　８.２ｍ

建築面積　　　　２,９１０.１９㎡（公園内の建築物全て）

延べ床面積　　　２,８９０.１９㎡（公園内の建築物全て）

計画建ぺい率　　５.２／１００

公園境界線
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既存サクラ

既存高木　シンボルツリー

既存高木

新規植栽高木

既存サクラ／原爆クスノキ•移植

新規高木植裁平面図

敷地境界線

既存サクラ移植

既存クスノキ移植

植栽計画

駐車ゾーン

遊びの施設ゾーン

修景施設ゾーン

駐車ゾーン

施設センター

ゾーン

外部空間構成図

設備ゾーン

水のゾーン

多目的室5

幹線園路／進入路

幹線園路／進入路

野球場（整備対象外）

自由運動広場

（整備対象外）

テニスコート

（整備対象外）
プール更衣室

管理棟

ラウンジ•

多目的室３

多目的室1•2

幼児プレイルーム 

プレイルーム・

カフェ

N

多目的室4

公園空間構成

■公園全体の空間構成　

　公園全体を逗子の自然的特徴の谷戸の一端としてとらえ、公園全体に起伏を作り出し公園全体の新たな景観を創り

上げます。

■基本的な考え方

　現状の公園内の植生を活かした植裁計画とし、既存高中木を極力残し緑豊かで、かつ管理しやすいな公園にします。

大きな既存樹木を生かし、公園のシンボルツリーとなるように計画します。

　新たに植えられる植物については逗子らしい植物を植え、逗子の自然環境と調和する植栽計画とします。常緑広葉

樹や落葉樹を用いて四季の変化を楽しめるような公園の計画とします。

■植栽の現状

主な高木：ソメイヨシノ、ヤエザクラ、クスノキ、イチョウ、アラカシ、クロマツ、ヒイラギモクセイ、ヒノキ、ヒマラヤス

ギ、スダジイなど。

主な中低木：カイヅカイブキ、トベラ、サツキ、トウネズミモチ、サンゴジュ、サザンカ、キョウチクトウ、オトメツバキ、

イロハモミジ、アジサイ、オオムラサキなど。　　　

主な地被植物：芝

公園内の設備スペースである。

既存の受水槽の基礎などを活かすことで、インフラ整備の費用の軽減を図る。

公園南部に位置する、プール、水の遊び場である。

プール施設としてだけでなく、水の修景施設としても計画する。

公園南東部に位置し、近隣住宅地に接する場所である。体験学習施設のプレイルーム、

乳幼児プレイルーム、カフェ、多目的室１、２、３などが位置する。子どもの遊び場を設ける。

体験学習施設の管理機能（ラウンジ、施設管理、プール管理など）や、売店・青い鳥など

公園内で人々が集まる場を設ける。

公園南側・東側は幹線道路に接している。

幹線道路から入りやすい場所に駐車場を設ける。

再整備対象外のテニスコート、自由運動広場、野球場などと接する場所である。

各公園施設の緩衝空間として、ゆったりとしたオープンスペースを計画する。

空間構成の考え方ゾーン名称

駐車ゾーン

修景施設ゾーン

施設センターゾーン

遊びの施設ゾーン

水のゾーン

設備ゾーン
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N

+5.8
+7.0+6.6

+7.0

+5.8

+7.0

+7.0

+7.0

+7.0

建築配置計画
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1800

音楽室 集会（56人） 集会（2室）音楽室（2室）

バスケットボール（1面） バドミントン（３面） 卓球練習（12台）６人制バレーボール（1面）

集会（約110+約30+約20名） コンサート

����

映写会集会（約200名）

24m

13
m

建築平面計画１（西）
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建築平面計画２（中央）
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建築平面計画３（東）
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プール計画

■プール配置

子どもの安全及び監視員の人員配置の効率を考慮し、更衣室からの出入口に近いほうから、

浅いキッズプール、流水プール、一番奥に水深の深い25m プールを配置する計画です。

■プール規模

水面積

水深

425.0 ㎡

1.0 〜1.2 ｍ

8コース＋スロープ

2.0 ｍ

0.5 ｍ

365.0 ㎡

0.8 ｍ

82.0 ｍ

4.0 〜4.8 ｍ

70.0 ㎡

0.3 ｍ

25 ｍプール

流水全長

幅員

コース数

コース幅

コース外余幅

流水プール キッズプール
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立面・断面計画

・採光計画：ガラス窓より採光量確保とする

・排煙計画：ガラス窓とは別に、居室上部に排煙窓を設け、必要面積確保とする

・換気計画：ガラス窓、排煙窓により換気量確保とする Ｓ＝1:500

縦断面図

南側立面図

北側立面図

多目的室５西側立面図 多目的室５東側立面図
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断面計画

体験学習施設ラウンジ-道広場、流水プール、駐車場周辺　断面図Ａ　Ｓ＝1：300

既存樹木のサクラの並木を残し体験学習施設の

ラウンジ、道広場に季節のおもむきを与えます。

体験学習施設　ラウンジ

体験学習施設　道広場

施設の内と外をつなげる交流の広場です。

体験学習施設　道広場

流水プール

既存の流水プールよりも全長

が長く幅もゆったりとした流水

プールを計画しています。

深水0.8m で、小学生も使えます。

公園内の起伏は様々な

機能を持つ施設からの

眺めの庭として、様々な

目的で公園に来る人々

を緩やかに分けるもの

として、子ども達が駆け

回れる遊び場として、機

能します。

プール

ベンチ、公園の緑に

囲まれたプールです。
みどりの日除けとベンチ

プールの周辺には風通しのよい

みどりの日除けを計画します。

日陰にはベンチを配置します。

年間を通した公園内の修景施

設としてプールを計画します。

駐車場側の壁はツル植物な

どを使い、壁面緑化を行い

緑の駐車場を計画します。

駐車場

既存桜並木と歩道

公
園
境
界
線

グリーンカーテン等を

設け、プールへの視線

を柔らかく遮ります。

既存ソメイヨシノ•カシの木

体験学習施設

多目的室１、２と幼児プレイルーム

体験学習施設　道広場

屋内空間と屋外空間をつなぐ

道広場です。

小山の遊び場　

高木と低木を植えた緩やかな起伏の

中に砂場や小さな滑り台、階段、石な

どを配し小山全体が遊具として計画

します。子ども達が駆け回ったり寝

そべったりできる遊具です。

くぼみの遊び場　

小山の中にあるくぼみ。

くぼみそのものが大きなゆったりしたベンチです。大人も

子どもも駆け回ったり寝そべったりできるスペースです。

ウレタンマット系やゴムチップ系の柔らかで透水性のあ

る舗装とします。

起伏の小道

幅1.5m　コンクリート系舗装

緩やかな起伏の中を通り抜ける園

路。バリアフリー対応園路です。

水の遊び場

噴水あるいはミストを用いた

水の遊び場です。

公園南東角の線路側からの騒音

と視界を遮るための起伏です。

現状のブロック塀の上に起伏を

作り低木植栽を植える計画です。

小山の遊び場と水の遊び場　断面図Ｂ　Ｓ＝1：300

公
園
境
界
線

Ａ Ｂ

21 22



��

��

��

��

��

��

��

��

���

��

���

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

���

��

���

��

���

���
���

���

���

����

����

����

���

���

���

���

���

���
���

����

���

���

���

���

���

���

���

���

���

���

����
��������

����

����

���

����

����

����

����

����

����

����

����

���

���

����

����

���

����

���

���

���

���

���

���

���

���

����

����

����

�����

�����

�����

����

����

����

����

����

����

����

��������

����

����

���� ����

����

����

����

����
����

����

����

����

����

����

���� ����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

�
��

���

����

�
��

���

��
�

��
�

��
�

���

���

���

���

���

���

��
�

�
��

���

���

���

����

�
��
��

�����

����

��������

����

����

����

����

����

����

����

����
����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

N

+5.8
+7.0+6.6

+7.0

+5.8

+7.0

+7.0

+7.0

+7.0

バリアフリー計画

幹線園路／バリアフリー動線

幹線園路•既存園路改修／バリアフリー動線　

体験学習施設内動線及び道広場動線／バリアフリー動線

公園歩行者入り口

進入路／バリアフリー動線

支線路

■基本的な考え方

　　市民が集い利用する公園を安心して快適に利用できるよう、誰もが住み良いまちづくりの考えに基づき、バリアフ

　リー化に取り組みます。「神奈川県みんなのバリアフリー街づくり条例」においては、「公園の規定」が適用されます。

■バリアフリー化計画の項目等　

　　・「出入口」、「園路」、「階段」、「傾斜路」、「便所」、「駐車場」、「案内表示」、「付帯設備」、「視覚障がい者の安全かつ円滑

　　　な利用に必要な設備」のバリアフリー化を行います。

■重視する整備ポイント

　　・移動動線は、安全性、移動のしやすさ、滑り難さに配慮し、視覚障害誘導ブロック等を敷設します。

　　・段差の適切な処置、移動時の転落防止、衝突防止、動線上の安全な掲示等を行います。

　　・出入口の幅、車椅子使用、介助動作等への配慮ある空間を確保し、適切な空間寸法とします。

　　・みんなのトイレ、広めの便房、わかりやすいサイン等、適切な供用スペースを計画します。

　　・子ども、高齢者、障がい者が使いやすい機器類、わかりやすい空間構成と案内等、操作性と認知性に優れた計画と

　　　します。

　　・立位、座位への対応可能な家具類、使いやすい設備類、フレキシビリティのある空間構成等、利用者への柔軟な対

　　　応性のある空間を計画します。

新エネルギー・省エネルギー計画

■ヒートアイランド抑制と雨水活用

（１）多目的室５屋根の雨水：地下雨水貯留槽の設置

　　・地下構造躯体に負担を掛けず設置コストが低い「既製雨水貯留タンク」を地下埋設します。

　　・夏期ヒートアイランドの抑制（道広場への打ち水等）と植栽潅水供給等に使用します。

（２）その他の雨水：自然浸透・地下水還元

　　・雨水は軒先から自然落水させ、雨水を還流するための浸透有孔管を埋設し、地下水に還元します。

　　・落ち葉が雨樋に詰まることによるメンテナンス頻度の削減と樋廻り漏水原因の除去を図ります。

（３）透水性・遮熱性のある素材の選択　　　　　

　　・園路の舗装等は、透水性のある素材、遮熱性のある舗装を選択しヒートアイランドを抑制します。

（４）細冷ミスト導入の検討

　　・道広場に、涼しさ付加や粉塵防止等に適した細冷ミストの導入を検討します。

　　・夏季の防暑対策として、省エネ効果が高く、ヒートアイランド対策に有効です。

■ＣＯ2の削減と太陽光活用

（１）太陽光発電パネルの設置

　　・公園内園路灯等に太陽光発電を活用し、ＣＯ2削減へ貢献します。

　　・環境教育効果が図られるように、目に見える形で太陽光発電パネルを公園内に設置します。

（２）ＬＥＤ照明の採用について

　　・ＬＥＤ照明は、今後の技術的な進展と価格面での推移を見ながら、適した箇所に採用していく方針とします。

　　・蛍光灯照明の設置箇所において、将来のＬＥＤランプへの交換等を視野に入れた照明機器を選定します。

（３）潜熱回収型給湯器の採用

　　・ＣＯ2削減に有効な機器として、潜熱回収型給湯器を各所の給湯利用箇所に設置します。 

（４）高断熱性遮熱性への対応

　　・屋根壁面での高断熱性化と開口部での複層ガラス、遮熱断熱塗料等の採用等、優れた仕様素材を選択します。

■自然エネルギーと建築：太陽光・風・日陰の活用

（１）屋根庇により、夏期は日陰涼しさ、中間期は自然通風、冬期は陽だまりの享受等自然エネルギーを活用します。

（２）軒下空間での自然通風換気により空調負荷を軽減し、ＣＯ2削減とランニングコスト軽減が図られます。

（３）環境共生的に優れた建築、PAL 値（建築物の外壁、窓等を通しての年間熱負荷量）が小さい建築です。

細冷ミストシステム：導入の検討

プールサイド側目隠し・植栽潅水にも活用可能

地下埋設雨水貯留槽

植栽帯散水・打ち水等

その他の雨水：自然浸透・地下水還元屋根軒下の日陰空間：道広場

動線計画図

新設公衆トイレ

体験学習施設

新設公衆トイレ

N

A2
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防災・避難計画

大型車輌動線（災害時）

大型車対応アスファルト舗装

緊急車輌動線

公園管理車輌動線車両対応

アスファルト舗装、コンクリート舗装
公園管理車輌車庫及び倉庫

災害時へリポート

災害ボランティアセンター

防災倉庫

N

大型車輌（災害時）•緊急車輌•管理車輌動線計画図

■防災計画の考え方 

　　・建築物は耐火構造とし、火災時には迅速な消火活動が可能なように必要な消火設備を備えます。

　　・上の階や縦方向への延焼と煙上昇がなく、安全性の高い計画です。また、各居室は道広場を介して繋がっており

　　　り、隣接する居室ゾーンへの延焼のおそれが少ない建築です。

　　・施設の用途に応じて耐震性能を割増すための用途係数は、標準の1.0 に対し最高級の1.5（市庁舎等同等）とし

　　　ます。これは建築基準法の通常強度の1.5 倍程度です。

　　・耐風性能は、風力圧を想定する風速再現期間を標準の１００年の倍である２００年とした設定とし、それを満た

　　　す耐風圧強度を持つ構造計画とします。

　　　

■避難計画の考え方

　　・全ての居室が外部空間公園レベルに直接面し、火災時等の避難時間と避難動線は短く、煙炎等にまかれることが

　　　ない安全な施設として計画しています。 

　　・階段、エレベーターが不要な計画ゆえ、子ども、高齢者、車椅子利用の方々に、同一レベルでの避難動線と安全な

　　　空間を提供し、管理者側の避難誘導においても適切に対応できる計画としています。 

■災害時対応の考え方

　　・災害時の地域防災拠点として、緊急大型車両等の出入りが可能となる公園動線を計画しています。

　　・全ての空間は公園または駐車場と近接しているため、災害時物資の搬入、搬出、供給、ストックが容易で、広域避

　　　難場所及び災害ボランティアセンターとして機能的に優れた計画です。

　　・全ての空間が公園に面しているため、避難退避、救急応急スペース、ボランティアスタッフスペース等の機能に

　　　対して、室内空間が柔軟に対処可能となる計画です。

　　・災害時における設備的な対応としては、「屋外プール水の緊急時活用及び雨水貯留槽水の活用」「ポータブル発電

　　　機によるバックアップ電源の供給」「太陽光発電による公園内照明」等です。

　　・通常時は都市ガス設備としますが、災害時にはプロパンガス設備に切り替え可能な方式とします。

外壁及び外部開口部等の耐久性を向上させる軒の出のある低層建築であり、屋根外壁等のメンテナンスがしやすい。

維持管理計画

■維持管理計画の概要 

（１）維持管理及び保全

　　・日常的な維持管理　…約１千７百万円/年

　　　光熱水費（電気、ガス、上下水道）、清掃業務、警備業務、施設管理業務委託

　　・定期的な維持管理　…約百万円/年

　　　保守点検（自動火災報知器、電話設備、受変電設備、誘導灯非常照明、空調、自動ドア、シャッター）、受水槽清掃

　　・随時的または長期的な維持管理 （更新､変更､向上を伴う維持管理） 

　　　補修、修繕、改修、更新工事、用途変更、診断調査（耐震診断ほか） 

（２）長期的維持管理計画・ライフサイクルコスト（ＬＣＣ）・計画保全

　　・日常のランニングコストの低減が図られる計画とし、将来的な視点に立って維持管理費を含め、費用対効果を十

　　　分に考慮したうえで、長期的な維持管理計画（ＬＣＣ）を考えます。

　　・維持管理計画により、経済的かつ効率的な計画保全を策定し、公園、建築、設備等の不良箇所、故障等の機能低下

　　　の前に点検修繕を行います。　

■施設計画と維持管理について

　　・園路を含む公園全域にわたり、ランニングコストが低減し、汎用性のある補修修理が簡易な素材、メンテナンス、

　　　漏水リスクに考慮した素材、機器等を選択します。

　　・屋根外壁等の手入れ、更新がしやすくメンテナンスが容易な１階建ての計画で、外壁外部開口部等の耐久性が向

　　　上する軒庇の出の深い計画です。

　　・屋根は、塩害に強く、強風にも耐えられるステンレス材の溶接工法葺きを用い、外壁は経年変化自体が魅力であ

　　　る自然木を採用し、シール材等早期劣化の少ない計画とします。

　　本計画においては、施設オープンに向けて、上記の各項目内容を踏まえ、今後各部門の専門家を交えて、計画保全

　を基本においた施設全体の維持管理計画の策定を行っていきます。
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公園東側からの鳥瞰

模型写真
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基本設計報告書作成 　　伊藤寛アトリエ　　 

総括・意匠　　　　　伊藤寛アトリエ

ランドスケープ　　　Lysning Landscape

意匠　　　　　　　　　大成優子建築設計事務所

構造　　　　　　　　　NAWAKENJI-M　　　

電気設備　　　　　　EOS plus　　　

機械設備　　　　　　ymo




